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(57)【要約】
【課題】内視鏡先端に取り付けられる内視鏡用モジュー
ルを簡単に装着することができる内視鏡システムを提供
する。
【解決手段】内視鏡システムは、内視鏡挿入部の先端開
口から基端側へと長手軸方向に貫通するチャンネル部を
有する内視鏡と、チャンネル部の基端側から挿通され、
先端開口まで延設されるワイヤ部と、内視鏡挿入部の先
端に取り付けられる内視鏡用モジュールとを具備する。
内視鏡用モジュール及びワイヤ部の先端部には、それぞ
れ、内視鏡用モジュールとワイヤ部の先端部とを長手軸
方向に沿って磁力により互いに連結する磁力連結部が設
けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入部の先端開口から基端側へと長手軸方向に延びたチャンネル部を有する内視
鏡と、
　前記チャンネル部の基端側から挿通され、前記先端開口まで延設されるワイヤ部と、
　前記内視鏡挿入部の先端に取り付けられる内視鏡用モジュールとを具備し、
　前記内視鏡用モジュール及び前記ワイヤ部の先端部には、それぞれ、前記内視鏡用モジ
ュールと前記ワイヤ部の先端部とを前記長手軸方向に沿って磁力により互いに連結される
磁力連結部が設けられていることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記内視鏡用モジュールと前記ワイヤ部の先端部とは、前記チャンネル部内で、前記磁
力連結部によって連結されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記ワイヤ部の前記チャンネル部内での前記長手軸方向の進退を操作する操作部を有し
、
　前記操作部により前記ワイヤ部の進退を操作することで、前記内視鏡挿入部の先端に取
り付けられた前記内視鏡用モジュールを前記長手軸方向にスライドさせることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記操作部は、前記内視鏡用モジュールが前記内視鏡挿入部の先端から所定の突出位置
まで進行するように、前記ワイヤ部の進退量を規制することを特徴とする請求項３に記載
の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記磁力連結部は、少なくとも一方が磁石であることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡システム。
【請求項６】
　前記磁力連結部の一方が凸形状であり、他方が凹形状であり、互いに嵌合することを特
徴とする請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記内視鏡用モジュールは、内視鏡挿入部を覆うフードモジュールであることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡先端に取り付けられるフード部材などの内視鏡用モジュールを備えた
内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内に挿入してその内部の生体組織を観察したり処置を行ったりするために、硬性鏡
や軟性鏡などの医療用内視鏡が広く使用されている。また、このような内視鏡の先端部に
は、しばしば、内視鏡先端に設けられた光学部材による内視鏡視野を適切な位置で保持す
るためのフード部材（キャップ）や、生体組織を切開するための切開部材のような処置用
部材などの内視鏡用モジュールが取り付けられて、観察や処置等が行われる。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、このような内視鏡用モジュールを有する内視鏡システムが開
示されている。この内視鏡システムでは、内視鏡挿入部の先端面から内視鏡中に長手軸方
向に形成されたチャンネル内に、先端に雌ねじ部が設けられたワイヤが挿通され、この雌
ねじ部が内視鏡用モジュール側の雄ねじ部と螺合により連結される。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１４６３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の内視鏡システムでは、内視鏡中に挿通されたワイヤ側と内視鏡先端
に取り付けられる内視鏡用モジュール側とにそれぞれ形成された小さな螺合部を把持しな
がら、これら螺合部を手で螺着しなければならない。このような螺着は、取り扱いにくく
、面倒である。
【０００６】
　そこで、本発明は、内視鏡先端に取り付けられる内視鏡用モジュールを簡単に装着する
ことができる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態は、内視鏡挿入部の先端開口から基端側へと長手軸方向に延びたチ
ャンネル部を有する内視鏡と、前記チャンネル部の基端側から挿通され、前記先端開口ま
で延設されるワイヤ部と、前記内視鏡挿入部の先端に取り付けられる内視鏡用モジュール
とを具備し、前記内視鏡用モジュール及び前記ワイヤ部の先端部には、それぞれ、前記内
視鏡用モジュールと前記ワイヤ部の先端部とを前記長手軸方向に沿って磁力により互いに
連結する磁力連結部が設けられている内視鏡システムである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、内視鏡先端に取り付けられる内視鏡用モジュールを簡単に装着するこ
とができる内視鏡システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、内視鏡先端に取り付けられるフードモジュールを含む、本発明の一実施
形態の内視鏡システムを示す図である。
【図２】図２（ａ）は、フードモジュールを内視鏡先端に取り付けた状態、もしくは進退
操作部を手元側に引くことによりフードモジュールを内視鏡基端方向に移動させた状態を
示す図であり、図２（ｂ）は、進退操作部を手元側から押すことによりフードモジュール
を内視鏡先端方向に移動させた状態を示す図である。
【図３】図３（ａ）は、第１及び第２の磁力連結部材の結合面の形状の一態様を示す図で
あり、図３（ｂ）は、第１及び第２の磁力連結部材の結合面の形状の他の態様を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、本発明の一実施形態の内視鏡システム１を概略的に示す図である。　
　内視鏡システム１では、内視鏡２は、内視鏡先端側の挿入部３と、内視鏡基端側の操作
部４及び端子部５とを有している。内視鏡先端側の挿入部３の内部には、図示しないレン
ズカバーや対物レンズを含む対物光学系、照明光を照射する照射部、送気・送水ノズルな
ど、通常の内視鏡が有している構成部が設けられている。なお、図１に示す内視鏡２の径
方向をＸ軸方向、Ｘ軸方向と直交する内視鏡２の長手軸方向をＹ軸方向とする。
【００１１】
　端子部５には、外部接続ケーブル６、７を介して、光源８及びビデオセンタ９が接続さ
れる。内視鏡２による観察、処置等を行う際には、内視鏡先端側の挿入部３に配置された
不図示の対物光学系を通って結像された像が撮像部で光電変換され映像信号が生成されて
、この映像信号が端子部５から出力される。そして、この映像信号が外部接続ケーブル７
を介して伝送されて、ビデオセンタ９で受信される。受信された映像信号は、ビデオセン
タ９に接続されたモニタ１０に表示される。
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【００１２】
　なお、内視鏡２は、上述したような撮像部を含む電子内視鏡であってもよいし、撮像部
を含まない硬性鏡に撮像部を含む別体の装置が接続される構成であってもよい。
【００１３】
　挿入部３の先端側には、挿入部３の先端面で開口し内視鏡２の内部へと長手軸方向（Ｙ
軸方向）に、すなわち基端側へと延びたチャンネル部１１が形成されている。チャンネル
部１１は、図１に破線で示されるように、内視鏡基端側の操作部４中を通って後述する進
退操作部１８まで延びている。チャンネル部１１内には、後述するフードモジュール１４
を進退させるワイヤ部としての進退ワイヤ１２が挿通される。進退ワイヤ１２は、チャン
ネル部１１中に挿通されたとき、挿入部３の先端開口まで延設される。
【００１４】
　進退ワイヤ１２の先端には、第１の磁力連結部材１３が設けられている。第１の磁力連
結部材１３は、例えば、磁石であり、エポキシ樹脂系等の接着剤による接着、あるいは他
の適切な手段で進退ワイヤ１２の先端に結合されている。
【００１５】
　本実施形態では、挿入部３の先端側には、内視鏡先端を覆う内視鏡用モジュールとして
のフードモジュール１４が取り付けられる。フードモジュール１４は、例えば、挿入部３
の先端に露出している不図示のカバーレンズ又は対物レンズなどの対物光学系と観察又は
処置される生体組織との接触を防ぐように内視鏡先端を保護するカバーの役割や、生体組
織と内視鏡先端との間隔を一定に保って内視鏡視野を良好に維持するための間隔規制の役
割を果す部材である。
【００１６】
　フードモジュール１４は、内視鏡先端側の挿入部３よりもわずかに大きな外径を有する
円筒状のフード本体１５を有している。フード本体１５は、ほぼ透明であり、例えば、シ
リコーンゴム、ポリカーボネイト、ポリオレフィン、ＡＢＳ、ポリアミド又はラテックス
などの比較的軽量で硬質な樹脂素材で形成されている。
【００１７】
　フード本体１５の内部で長手軸方向（Ｙ軸方向）内側に、すなわち基端側に延びた突出
部１６の先端には、第２の磁力連結部材１７が設けられている。第２の磁力連結部材１７
は、第１の磁力連結部材１３と同様に、例えば、磁石であり、エポキシ樹脂系等の接着剤
による接着、あるいは他の適切な手段で突出部１６の先端に結合されている。
【００１８】
　進退ワイヤ１２の先端の第１の磁力連結部材１３と、フードモジュール１４の突出部１
６の先端の第２の磁力連結部材１７とは、進退ワイヤ１２がチャンネル部１１内に挿通さ
れたときに進退ワイヤ１２とフードモジュール１４とを連結するように、チャンネル部１
１内で内視鏡２の長手軸方向に沿って磁力により互いに結合される１対の磁力連結部を形
成する。例えば、第１の磁力連結部材１３の先端が磁石のＮ極（又はＳ極）、第２の磁力
連結部材１７の先端が磁石のＳ極（又はＮ極）であり、互いに磁気的に吸引する。
【００１９】
　これら第１及び第２の磁力連結部材１３、１７は、磁石に限定されるものではなく、磁
力により互いに結合可能な部材であればよい。従って、両方が磁石（永久磁石）であって
もよいし、一方が磁石、他方が鉄もしくは鉄を含む合金でできた強磁性体のような、磁石
に吸引される金属であってもよい。
【００２０】
　内視鏡基端側の操作部４には、進退ワイヤ１２のチャンネル部１１内での長手軸方向（
Ｙ軸方向）の進退移動を操作し、これにより、フードモジュール１４の長手軸方向の進退
移動（すなわち、挿入部３の先端面に対する突没運動）を操作する長手軸方向の進退操作
部１８が設けられている。
【００２１】
　進退操作部１８は、操作部４に取り付けられ突起部２０を有する連結部材１９と、円柱
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状のスライダ２１と、スライダ２１が取り外し可能に組み付けられるフレーム本体２２と
を有している。連結部材１９及び突起部２０には、挿入部３及び操作部４中を長手軸方向
に延びたチャンネル部１１が引き続き延びており、このチャンネル部１１が連結部材１９
中を貫通して、突起部２０で開口している。この開口から、チャンネル部１１内に進退ワ
イヤ１２を挿入可能である。進退ワイヤ１２の基端は、スライダ２１に連結されている。
【００２２】
　一態様では、スライダ２１の外面とフレーム本体２２の枠内面との一方に雄ねじ部であ
る螺合部２３が形成され、他方に雌ねじ部である螺合部２４が形成されている。これら螺
合部２３、２４により、スライダ２１がフレーム本体２２に組み付けられたとき、スライ
ダ２１はフレーム本体２２に螺着される。そして、スライダ２１を把持して径方向に回転
させることによって、スライダ２１が図１に矢印で示される双方向にフレーム本体２２内
を昇降移動する。この移動に伴って、進退ワイヤ１２がチャンネル部１１で内視鏡先端方
向／基端方向に進退移動する。このような螺合部２３、２４により、進退移動時に進退ワ
イヤ１２に働く力を適宜規制する。
【００２３】
　他の態様では、螺合部２３、２４に代わって、例えばばねである弾性部材からなりスラ
イダ２１のストローク量を規制する規制機構が設けられることができる。もしくは、螺合
部２３、２４、規制機構のいずれも設けられず、スライダ２１を単に手で押したり引いた
りすることにより進退ワイヤ１２を長手軸方向に進退させる構成であってもよい。
【００２４】
　以上のように構成された内視鏡システム１における、進退ワイヤ１２、フードモジュー
ル１４及び進退操作部１８に関する装着手順について説明する。
【００２５】
　まず、進退ワイヤ１２の先端を、連結部材１９の突起部２０の開口からチャンネル部１
１中へと挿通して、操作部４の基端側に進退ワイヤ１２を装着する。そして、内視鏡先端
側の挿入部３を中立状態（直線状態）にして、進退ワイヤ１２を挿入部３のチャンネル部
１１中に進行させる。内視鏡先端側の挿入部３をストレートな状態にしてチャンネル部１
１中に進退ワイヤ１２を挿入することにより、内視鏡挿入部の湾曲による装着時の各構成
部の位置の誤差をなくす。
【００２６】
　そして、進退操作部１８のスライダ２１をフレーム本体２２内の最下端位置に取り付け
る。つまり、フレーム本体２２内でスライダ２１のストローク量が最大となっている状態
にする。これにより、チャンネル部１１内の進退ワイヤ１２の先端の第１の磁力連結部材
１３は、フードモジュール１４の装着動作時において常に同じ位置に配置される。進退ワ
イヤ１２をチャンネル部１１中に挿入する前に、スライダ２１をフレーム本体２２内の最
下端位置に取り付けていてもよい。
【００２７】
　さらに、挿入部３の先端面のチャンネル部１１の開口から、滅菌済のフードモジュール
１４の第２の磁力連結部材１７をチャンネル部１１内に挿入する。かくして、第２の磁力
連結部材１７が進退ワイヤ１２の先端の第１の磁力連結部材１３と磁力により結合する。
このとき、フードモジュール１４は、内視鏡先端に最も近接している状態で結合される。
この状態が、図２（ａ）に示される。
【００２８】
　つまり、フレーム本体２２内でスライダ２１のストローク量が最大となっているとき、
フードモジュール１４は内視鏡先端に最も近接しており内視鏡先端からわずかに突出して
いる状態で進退ワイヤ１２に連結される。このとき、進退操作部１８のスライダ２１は、
これ以上手元側に引っ張られることができない。従って、第１及び第２の磁力連結部材１
３、１７が確実に連結した状態、すなわち進退ワイヤ１２にフードモジュール１４が装着
されている状態を維持することができる。
【００２９】
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　そして、図２（ａ）に示される状態から、進退操作部１８のフレーム本体２２内のスラ
イダ２１を回転、もしくは単に押し上げることにより移動させると、その移動量（ストロ
ーク量）だけ、フードモジュール１４が内視鏡先端方向にスライドする。これにより、フ
ードモジュール１４が内視鏡先端の挿入部３から長手軸方向に突出される。フードモジュ
ール１４が内視鏡先端の挿入部３から最も突出している状態が、図２（ｂ）に示される。
このように、進退操作部１８のスライダ２１をストロークさせた分だけ、フードモジュー
ル１４が内視鏡先端方向にスライドする。
【００３０】
　逆に、進退操作部１８のフレーム本体２２内のスライダ２１を逆回転、もしくは単に引
き下げることにより、フードモジュール１４は内視鏡基端方向にスライドする。なお、第
１及び第２の磁力連結部材１３、１７が連結しているときのこれら間の磁気結合力が、進
退操作部１８のスライダ２１を引き下げる、すなわち手元側に引っ張る力よりも常に大き
いように、磁気結合力もしくは進退操作部の規制機構を適宜設定している。このため、ス
ライダ２１を手元側に移動させていても常に第１及び第２の磁力連結部材１３、１７の連
結は維持される。
【００３１】
　また、フレーム本体２２にスライダ２１が組み付いているときは、上述のように、図１
に矢印で示す方向のスライダ２１の進退量（移動量）が規制されるため、スライダ２１に
より進退ワイヤ１２を内視鏡基端方向に牽引しすぎても進退ワイヤ１２とフードモジュー
ル１４との連結が外れることはない。
【００３２】
　本実施形態では、進退操作部１８と一体になった進退ワイヤ１２を内視鏡操作部側から
内視鏡挿入部へと挿通するだけで、フードモジュール１４を内視鏡先端に簡単に装着する
ことができる。また、フードモジュール１４の取り外しの際には、まず、進退ワイヤ１２
と一体になったスライダ２１をフレーム本体２２から取り外す。そして、スライダ２１を
手元側に引っ張ることにより、第１の磁力連結部材１３と第２の磁力連結部材１７との連
結を解除して、フードモジュール１４から進退ワイヤ１２を取り外す。
【００３３】
　このように、内視鏡用モジュールとワイヤ部とを長手軸方向で接触させるだけで内視鏡
用モジュールと内視鏡とを結合することができるため、これらの装着が非常に簡単であり
、例えば、小径の部材を螺合により着脱するような、使用者を煩わせる装着動作をなくす
ことができる。
【００３４】
　また、磁力による連結を用いることにより、進退ワイヤ１２とフードモジュール１４と
の長手軸方向の連結部を比較的小径にすることができる。従って、内視鏡挿入部の径が比
較的細い内視鏡であってもフードモジュール１４のような内視鏡用モジュールを取り付け
ることができる。小径にすることで、内視鏡先端内部の他の構成部との干渉も起こりにく
くなる。
【００３５】
　さらに、本実施形態では、螺合による連結と比べて、長手軸方向の連結部の長さを短く
することができる。従って、内視鏡先端の硬質部分の長さを短くすることができ、より大
きな湾曲角度を有する内視鏡先端湾曲部とすることができる。つまり、小回りがきいて挿
入しやすい内視鏡を提供することができる。加えて、本実施形態では、内視鏡用モジュー
ルを再使用する場合に、螺合による連結に比べて、螺合部の洗浄が不要となることから洗
浄しやすい内視鏡用モジュールとすることができるという効果も同時に奏する。
【００３６】
　また、内視鏡先端に螺合部を設けると、進退ワイヤに比べてその外径を太くしなければ
ならず、内視鏡の径を太くしなければならないが、本実施形態によれば、内視鏡先端の外
径の太径化もまた防止されることができる。
【００３７】



(7) JP 2013-85653 A 2013.5.13

10

20

　本実施形態では、内視鏡用モジュールが比較的軽量の素材でできたフードモジュールで
ある。従って、フードモジュールをチャンネル部中で押したり引いたりするときに必要と
される力が小さくて済む。
【００３８】
　図１では、第１及び第２の磁力連結部材１３、１７の結合面は平面状であるが、これら
結合面は、その磁気結合力を高めるために、磁力により結合する際にその接触面積が大き
くなるように形成されることができる。
【００３９】
　例えば、図３（ａ）に示す一態様では、第１の磁力連結部材１３（又は第２の磁力連結
部材１７）の接触面を凸形状に、第２の磁力連結部材１７（又は第１の磁力連結部材１３
）の接触面を凹形状にしている。また、図３（ｂ）に示す他の態様では、第１の磁力連結
部材１３及び第２の磁力連結部材１７に段差部を形成して互いに嵌合するようにしている
。このように、第１及び第２の磁力連結部材１３、１７が互いに嵌合する形状にすること
で、その接触面積が大きくなりこれら部材間を確実に連結することができる。
【００４０】
　内視鏡先端に取り付けられる内視鏡用モジュールは、以上説明したようなフードモジュ
ールに限定されるものではなく、切開モジュールや結紮モジュールなど、内視鏡に取り付
けうるあらゆるモジュールとすることが可能である。
【００４１】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上述の実施形態に限定される
ものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内でさまざまな改良及び変更が可能である
ことが当業者に明らかである。
【符号の説明】
【００４２】
　１…内視鏡システム、２…内視鏡、３…挿入部、４…操作部、５…端子部、６、７…外
部接続ケーブル、８…光源、９…ビデオセンタ、１０…モニタ、１１…チャンネル部、１
２…進退ワイヤ、１３…第１の磁力連結部材、１４…フードモジュール、１５…フード本
体、１６…突出部、１７…第２の磁力連結部材、１８…進退操作部、１９…連結部材、２
０…突起部、２１…スライダ、２２…フレーム本体、２３、２４…螺合部。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜系统，其允许容易地安装用于内窥镜的
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从内窥镜的尖端开口穿透的通道部分插入部分沿长轴方向到基端侧;从通
道部分的基端侧插入的导线部分，并延伸到尖端开口;并且内窥镜的模块
安装在内窥镜插入部分的尖端。用于内窥镜的模块和线部的尖端部分设
置有磁力连接部分，该磁力连接部分通过磁力沿着长轴方向连接用于内
窥镜的模块和线部分的尖端部分。
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